
9　たし算とひき算のひっ算 　　がつ　　にち なまえ

こたえ 十のくらいが0のひき算 基礎⑤
き そ

1 104−56をひっ算でけいさんしましょう。
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90 一のくらい　4から6はひけない

十のくらいは0なので、百から1かりて十のくらいを10にする

十のくらいから1かりて　14−6＝8、9−5＝4

こたえ 48

2 ひっ算でけいさんしましょう。
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おうちの方へ

十のくらいが0のときは、まず百のくらいから十のくらいへ1くり下げ

（10）、つぎに十のくらいから一のくらいへ1くり下げます。十のくら

いは9になります。

104−56＝48。むずかしいところなので、ゆっくり1つずつ進めまし

ょう。
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